
二次骨折予防のための取り組みについて 

《イラスト》 © 公益財団法人骨粗鬆症財団 より

 

【骨折リエゾンサービス（ＦＬＳ）提供の意義】 

脆弱性骨折は骨の強度が低下し、わずかな外力で生じる骨折であり、高齢者の生活機能を一瞬にして奪

い 、生命予後の悪化をもたらす重大な疾患です。一度脆弱性骨折を起こした患者の二次骨折リスクは極

めて高くなるため、骨折治療を受けた患者に再発する骨折を未然に防ぐことは本人のみならず、家族、地

域社会、さらには医療経済の面からも極めて重要なことです。骨折リエゾンサービス（FLS : Fracture 

Liaison Service）は、脆弱性骨折患者に対する骨粗鬆症治療開始率および治療継続率を上げるとともに、

リハビリテーションの視点から転倒予防の実践により二次骨折を防ぎ、骨折の連鎖を絶つことを使命としま

す。 
≪参考資材≫ FLS クリニカルスタンダード 作成ワーキンググループ    骨折リエゾンサービス（FLS）クリニカルスタンダード より 

 

【ＦＬＳクリニカルスタンダードの目的】 

脆弱性骨折患者が FLSの恩恵を享受することで二次骨折を回避、QOLを維持し、可能な限り多くの病院に

おいて二次骨折予防の取り組みを効率的に行える、最低限必要な指標の提供することを目的とします。 
 

≪参考資材≫ FLS クリニカルスタンダード 作成ワーキンググループ    骨折リエゾンサービス（FLS）クリニカルスタンダード より 

 

 
≪参考資材≫ 「健康な身体づくりは、いい骨から。」 患者指導用資材 より 



【ＦＬＳのスキーム】 

脆弱性骨折患者に対する骨粗鬆症治療の開始率と継続率を向上させるためには、次の５つの要素が重要

なポイントであると考えます。すなわち、対象患者の特定（ Identification）、二次骨折リスクの評価

（Investigation）、投薬を含む治療の開始（Initiation）、患者のフォローアップ（Integration）、患者と医療従事

者への教育と情報提供（Information）であり、下図の流れで行われます。 

 
≪参考資材≫ FLS クリニカルスタンダード 作成ワーキンググループ    骨折リエゾンサービス（FLS）クリニカルスタンダード より 

 

 

【ＦＬＳのチームメンバー】 

FLS のチームメンバーは、医師、看護師、薬剤師、放射線技師、理学療法士、医療ソーシャルワーカー、事

務職員、などで構成されています。そして、施設の状況にあわせて多職種の協働と、FLS のチームメンバー

での連携が重要となります。 
≪参考資材≫ FLS クリニカルスタンダード 作成ワーキンググループ    骨折リエゾンサービス（FLS）クリニカルスタンダード より 

 

 

 



 

下記のＱＲコード、もしくは、https://www.jpof.or.jp/general/society/info_hiroshima.html をご確認ください。 

 

≪参考資材≫  公益財団法人 骨粗鬆症財団 https://www.jpof.or.jp/ より 

 

 

 

 

 

 

 
≪参考資材≫  http://www.pressnet.co.jp/article/160604_05.shtml より 

東広島市での骨粗鬆症への活動 

https://www.jpof.or.jp/general/society/info_hiroshima.html
http://www.pressnet.co.jp/article/160604_05.shtml


 

     https://youtu.be/zAxiH0bGmgY 

    https://youtu.be/uMeH_A2ynOo 

 

ご自由に、視聴をされてください。 

                 

 

https://www.youtube.com/channel/UCXMRZ2WT2CaKg5Nz-U3coaw 

 
≪参考資材≫  公益財団法人 骨粗鬆症財団 https://www.jpof.or.jp/ より 

https://youtu.be/zAxiH0bGmgY
https://youtu.be/uMeH_A2ynOo
https://www.youtube.com/channel/UCXMRZ2WT2CaKg5Nz-U3coaw
https://www.youtube.com/embed/zAxiH0bGmgY?feature=oembed
https://www.youtube.com/embed/uMeH_A2ynOo?feature=oembed

